
弘
法
大
師
と
道
家
 (静
)

弘

法

大

師

と

道

家

静

慈

圓

本
論
文

で
は
、
弘
法
大
師
と
中
国
哲
学
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
、
大

師
と
道
教

と
の
関
係
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。
特
に

「道
家
」
と
題

し
た
の
は
道
家
の
語
が
意
味
す
る

『
老
子
』
・
『荘
子
』
に
お
い
て
こ
の

問
題
を
考
え
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
道
教

の
根
本
聖
典
で

あ
る

『
老
子
』
・
『
荘
子
』
を
大
師
が
い
か
に
理
解
し
摂
取
し
て
い
る
か

を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

資
料
と
し
て
は
、
大
師

の
側
か
ら
は

『
三
教
指
帰
』
と

『
遍
照
獲
揮

性
璽
集
』
(以
下

『
性
霊
集
』
と
略
す
)
を
揚
げ

る
。
道
家

の
側
か
ら
は

『
老
子
』
・
『
荘
子
』
で
あ
る
。

研
究
の
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず

『
性
霊
集
』
・
『三
教
指
帰
』
の

三
字

索
引
を
作
り
、

こ
れ
と

『
老
子
』
・
『荘
子
』
を
、
漢
字
の
上
で

一
字
ず

つ
合
わ
せ
、
次
い
で
単
語
の
上
で
合
わ
せ
、
さ
ら
に
文
章
の
意
味
の
上

か
ら
検
討
を
重
ね
て
、
『
老
子
』
・
『
荘
子
』
か
ら
の
影
響
個
所

を
明
ら

か
に
し
た
。

『
荘
子
』
と

『
性
霊
集
』
・
『
三
教
指
帰
』

初
め
に
、
『
性
霊
集
』
・
『三
教
指
帰
』
の
文
中

に

『
荘
子
』
の
同

じ

(
1
)

場

所

か

ら

の
引

用

箇

所

が

見

え

る

の
で

こ

れ

を
検

討

し

て

い
き

た

い
。

荘

(1)
北
冥
有
レ
魚
。

其
名
爲
レ
鰻
。

鰻
之
大
。

不
レ
知
二
其
幾

千

里
一
也
。

化

而

爲
レ
鳥
。

其
名
爲
レ
鵬
。
鵬
之
背
。

不
レ
知
二
其
幾
千

里

一
也
。

怒

而

飛
。
共

翼
若

二
垂
天
之
雲
殉
是
鳥

也
。
海
運
則
將
レ
徒
二
於
南
冥
殉
南
冥
者
天
池
也
。

(
迫
遙
遊
篇
)

(3)
有
レ
鳥
焉
。

其
名
爲
レ
鵬
。

背
若
二
泰
山

叩
翼
若

二垂

天
之

雲

叩
搏
二
扶
揺
殉
羊

角
而

上
者
九
萬
里
。

絶
二
雲
氣
殉
負
二
青
天
叩
然
後
圖
レ

南
。

具
レ
適
二
南
冥

一也
。
(
迫
遙
遊
篇
)

性

(1)
若
使

繋
二頗

足
於
釜
竈
。

籠
二
鵬
翼
於
焚
簾
。

責
二
其
滅
没

一課
二
之
垂
天
。

量
不
レ
難
哉
。

(
四
四
○
頁
)

(3)
夫
尺
水
本
無
二
萬
里
之

鰻
殉
培

填

何

有
二

千
丈

之
幹

殉
(
四
三
九
頁
)

(3)
鷺
鳳
梧
桐

集
。

大
鵬
臥
二
風
床
。

(
四
○

一

、
頁
)

三
(1)
夫
墾
三
鰭
濫
鵤

一曾
無
レ
由
レ
見
二
千
里
之
鰻
。

霧
二
翻
藩
簾

一
何

能

知
レ
有
二

九
萬

之
鵬
叩
(
佛
敢
)

(3)
察
二
荘
鵬
之
將
。

見
二潅

犬
之
。

(
道
教
)

ほ
う

こ
ん

『
荘
子
』
は
、
開
巻
ま
ず
常
識
的
な
世
界
を
超
え
た
巨
大
な
鵬

・
鰻

を
登
場
さ
せ
る
。
文
意
は
次
の
知
し
。
(1)
は
、

世
界
の
北
の
果
て
の
海

に
魚
が
い
た
。
魚

の
名
は
観
と
い
い
、
そ
の
大
き
さ
は
何
千
里
あ
る
か
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へ
ん
げ

量
り
知
れ
な
い
。
こ
の
魚
が
生
ま
れ
変
つ
て
鵬
と
い
う
名
の
鳥
に
変
化

す
る
。

こ
の
鳥

の
背
の
広

さ
は
幾
千
里
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
勢

い
込

め
て
飛
び
上
が
る
と
、
そ
の
翼
は
青
空
を
覆
う
雲
の
よ
う
で
あ
る
。

こ

の
鳥
は
、

海
流
が
方
向
を
変
え
る
と
、
南

の
果
て
の
海
に
移
動
を
始
め

る
、
と
な
る
。
(
2
)の文
意
も
鵬
の
説
話
で
(
1
)
と
よ
く

一
致
す
る
。
荘
周

は
、
造
遙
遊
篇
の

「
鵬
鯉

の
物
語
り
」
に
よ
つ
て
、
大
鵬
の
大
い
な
る

飛
翔
は
、
人
間
の
超
越
者
の
境
地
を
象
徴
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
す
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
物
語
り
は
、
運
命
を
超
越
し
た
人
間
の
境
地

を
言

つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
性
霊
集
』
で
は
、
こ
の
鵬
鯉

の
箇
所

を

次
の
よ
う

に
引
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
(
1
)
は
、

一
日
千
里
を
走
る
と

か
ま
ど

い
う
麟
麟
を
、
竈

の
知
き
狭
い
所
に
繋
ぎ
、
ま
た

一
跳
九
万
里

と
い

ま
が
き

う
大
鵬
を
藩
籠

の
知
き
狭

い
場
所
に
と
じ
込
め
て
、
そ
の
速
疾
で
な
い

こ
と
を
責
め
て
も
、

こ
れ
を
大
空
に
放
つ
と
、
す
ぐ
さ
ま
高
く
遠
く
に

至
る
で
あ

ろ
う
、

と
な
る
。
こ
こ
で
は

『荘
子
』
の
鵬
鰻
の
物
語
り
を

踏
ま
え
て
、
先
天
的
な
才
能
の
あ
る
者
は
、
条
件
が
悪
く
て
も
目
的
を

成
し
遂
げ

る
こ
と
が
で
き
る
、
と
の
喩
で
あ
る
。
(
2
)
は
、
大
師
が
御
自

身
を
謙
遜

し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
溜
り
水
に
は
、
鰻
の
よ
う
な
大
魚

は
住
め
な

い
、
の
意
。
尺
水
を
大
師
自
身
、
鰻

を
皇
帝

に
喩
え

て

い

る
。
(
3
)
は
、
仙
境
を
お
も

つ
て
大
仙

の
悟
境

(出
家
の
心
境
)
を
慕
う

詩
で
あ
る
。
仙
境
で
は
、
か
の
大
鵬
の
よ
う
な
大
鳥
が
風
を
床

と
し

て
臥
し
て
い
る
、

と
な
る
。
『
三
教
指
帰
』
で
は
、
仏
教

・
道
教
を
述

べ
る
中
に

一
例
ず
つ
見
え
る
。
(
1
)
は
、
仏
教
を
説
く
文
中
に
あ
る
。
小

ひ
れ

さ
な
水
溜
り
で
鰭
を
動
か
し
て
い
る
小
魚
に
は
、
大
き
さ
幾
千
里
あ
る

と
も
知
れ
な
い
大
魚
た
る
鯉
が
住
ん
で
い
よ
う

と
は
想
像
も

で
き

な

い
。
ま
た
垣
根
で
羽
を
ば
た

つ
か
せ
て
い
る
小
鳥
に
は
、
九
万
里
の
上

あ
ま
か
け

空
を
天
翔
る
鵬
の
存
在
な
ど
理
解
で
き
な
い
、

の
意
。
(
2
)は、
道
教
を

説
く
文
中
に
あ
る
。
つ
ま
り
仙
術
を
体
得
し
た
な
ら
ば
、
か
の
荘
子
に

説
く
大
鵬
の
居
所
を
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

の
意
。
以
上
に
よ
つ

て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
荘
子
』
の
鵬
鰻

の
物
語

り

は
、
『性
霊

集
』
・

『
三
教
指
帰
』
共
に
、
よ
く
そ
の
文
意
を
ふ
ま
え
た
上
で
引
用
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

荘
南
郭
子
棊
隠
レ几
而
坐
。
仰
レ天
而
嘘
。
塔
焉
似
レ喪
二其
綱
殉
顔
成
子
游
立

侍
二乎
前
殉
日
。
何
居
乎
。
形
固
可
レ使
レ知
二槁
木
殉
而
心
固
可
レ
使
レ
知
二

死
茨
一乎
。
(齊
物
論
篇
)

性
(
1
)
三
密
蓼
寂
同
二死
茨
鱒
諸
奪
感
慮
忽
來
訪
。
(五
五
五
頁
)
(
2
)心肝
欄
二

離
レ父
離
レ母
之
嬰
殉
涕
涙
溢
二喪
レ偶
喪
レ子
之
悲
幻
(五
○
六
頁
)

三
知
レ喪
二慈
親
一似
レ
失
二愛
偶
殉
(佛
敏
)

『
荘
子
』
の
文
意
は
次
の
知
し
。
南
郭
子
棊

は
、
窓
辺
の
机
に
も
た

れ
て
坐
し
、
天
を
仰
い
で
大
き
く
息
を
吐
き
荘
然
と
し
て
い
る
。
そ
の

と
う
え
ん

つ
ま

し

ご

と

姿
は

「塔
焉

と
し
て
其
の
綱
に
喪
に
別
れ
た
る
が
似
し
」
す
な
わ
ち
、

ぽ
う

愛
す
る
妻
を
失

つ
て
、
花
然
と
し
て
身
も
心
も
相
手
の
存
在
も
忘
れ
去

つ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
弟
子
の
顔
成
子
遊
は
、
師
の
そ
の
無
表

情
な
姿
を
見
て
、
師
の
身
体
が
枯
れ
木
そ
つ
く
り
に
、
ま
た
心
は
冷
え

き
つ
た
灰
の
よ
う
に
な
つ
て
し
ま

つ
て
い
る
と
思
う
、

と
な
る
。

つ
ま

弘

法
大
師

と
道

家
 
(
静
)
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弘
法
大
師
と
道
家
 (静
)

り

『
荘
子
』
で
は
、
覚
り
切

つ
た
心
境
は
作
為

(人
爲
)
を
越
え
た
も

の
で
あ
る
か
ら

「無
為
」
と
名
づ
け
る
。
今
の
文
は
南
郭
子
秦
が

こ
の

無
為
自
然

の
境
地
に
入
つ
て
い
る
状
態
を
言
つ
て

い
る
。
『
性
霊
集
』

(1)
は
、
「
三
密
蓼
寂
同
死
灰
云
云
」

つ
ま
り
衆
生
の
三
業
と
仏
の
三
密

が

解
け
合

つ
た
無
想
無
念
の
境
地
は
、
荘
周
の
い
う
冷
え
き
つ
た
灰
の
よ

、
う
に
無
味
乾
燥
な
る
心
境
と
同

一
で
あ
る
、
の
意
。
(
2
)は、
『荘
子
』

の

「塔
焉
似
喪
共
綱
」
の
意
味
を
と
つ
て
い
る
。
文
意
は
、
我

々
は
も

し
父
母
妻
子
に
死
別
す
る
と
す
れ
ば
、
心
が
裂
け
る
ば
か
り
に
涕
涙
働

嬰
し
て
悲
哀
の
淵
に
沈
む
で
あ
ろ
う
、
と
な
る
。
『三
教
指
帰
』
は
、

仏
教
を
説
く
文
中
に
見
え
る
。
仮
名
乞
児
の
説
法
を
聞
き
、
亀
毛
等
が

一
大
衝
撃
を
う
け
、
「愛
妻
の
死
に
遇
え
る
か
知
き
状
態
に
な

つ
た
、
」

の
意
で
あ
る
。
『
性
雲
集
』
・
『
三
教
指
帰
』
共
に
、
実

に
的
確
に

『
荘

子
』
の
文
意
を
引
用
し
て
い
る
。

荘
汝
不
レ
知
二夫
蟷
娘
一乎
。
怒
二其
腎
一以
當
二車
轍
鱒
不
レ
知
二
其
不
7勝
レ
任

也
。
(人
聞
世
篇
)

性
木
大
力
劣
成
レ功
太
難
。
壁
目知
二蟷
娘
封
レ車
蚊
虻
負
フ嶽
。
(五
二
二
頁
)

三
(
1
)
霊
下催
二虎
豹
之
銭
殉
拉
中蟷
娘
之
斧
加
(佛
敏
)
(
2
)爾廼
轄
二
一
音
之
鷺

輪
。
擢
二撃
心
之
娘
械
。
(
佛
敏
)

か
ま
き
り

『
荘
子
』
の
文
意
は
次
の
知
し
。
君
は
瞠
娘
を
見
た
こ
と
が
あ
る
だ

わ
き
ま

ろ
う
。
か

の
瞠
娘
が
、
身
の
ほ
ど
も
弁

え
ず
轄
を
ふ
り
立

て
て
、
道

い
ど

ゆ
く
車
の
輪
に
挑
み
か
か
つ
て
つ
ぶ
さ
れ
る
の
を
。

こ
れ
は
蟷
蚊
の
思

い
上
つ
た
愚
か
さ
で
あ
る
。
『
性
霊
集
』
の
文
は
、
東
寺
を
建
立

の
時

の
文
章
。
塔
憧
の
材
を
運
ぶ
力
の
足
ら
な
い
こ
と
を
蟷
眼

の
た
と
え
を

む
つ
て
明
し
て
い
る
。
『
三
教
指
帰
』
(
1
)
は
、
仮
名
が
亀
毛
や
隠

士
に

対
し
て
論
難
の
決
心
を
固
め
た
時
の
文
章
で
あ
る
。
瞠
娘

の
ち
つ
ぼ
げ

ひ
し

な
斧
に
も
似
た
論
難
を
取
り
拉
ぐ
、

の
意
。
(
2
)は、
仏
の
す
ば
ら
し
い

法
輪
に
よ
つ
て
、
衆
生
の
瞠
娘
の
斧
に
も
似
た
我
執
を
打
ち
く
だ
く
、

の
意
。
『
性
霊
集
』
・
『
三
教
指
帰
』
共

に
、
瞠
娘

の
た
と
え

を
う
ま
く

(2
)

引

用

し

て

い
る
。

荘
是
故
髭
脛
錐
レ
短
。

績
レ
之
則
憂
。
鶴

脛
錐
レ
長
。

断
レ
之
則
悲
。

(
餅
栂
篇
)

性
鳥
川鶴

誰
非
レ
理
。

(
四
○
○
頁
)

三
轟
毛
之
髭
脚
未
レ
可
レ
爲
レ
短
。

隠
士
之
鶴
足
不
レ
足
レ
爲
レ
長
。

(
佛
敏
)

か
も

あ
し

『
荘
子
』
の
文
意
は
次

の
知
し
。
も
と
も
と
髭
の
脛
は
短
い
が
、

こ

れ
を
つ
ぎ
た
し
て
無
理
に
長
く
す
れ
ば
苦
痛
を
感
じ
る
で
あ
ろ
う
し
、

鶴
の
脛
は
長
い
が
、
長
す
ぎ
る
と
い
つ
て
こ
れ
を
切
り
短
く
す
れ
ば
歎

き
悲
し
む
で
あ
ろ
う
。
『
性
霊
集
』
の
文
は
、
髭

の
足
の
短

い
の
も
、

鶴

の
足
の
長
い
の
も
皆
長
短
そ
の
ま
ま

に
節
理

に
契

つ
て
い
る
、

の

か
も

意
。
『
三
教
指
帰
』
の
文
は
、
亀
毛
の
論
は
鳥
の
脚
の
知
く
短

い
と
は

い
え
ず
、
虚
亡
隠
士
の
論
は
鶴
の
足
の
知
く
長

い
と
は
い
え
ず
、
ま
さ

つ
て
い
る
と
い
つ
て
も
多
寡
が
知
れ
て
い
る
、

の
意
。

い
ず
れ
も

『
荘

子
』
の
意
味
を
う
ま
く
ふ
ま
え
、
万
物
そ
れ
ぞ
れ
に
生
れ
つ
き
の
生
存

の
条
件
を
そ
の
ま
ま
善
と
し
肯
定
し
て
い
く
と

い
う
意
味
で

一
致
し
て

い
る
。

曲
郷
人
墓
漫
二其
鼻
端
一若
二蝿
翼
。
使
二匠
石
断

之
。
匠
石
運
レ
斤
成
レ
風
。
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聴

而
断
レ
之
。
蓋
レ
垂
而
鼻
不
レ
傷
。

郵
人
立
不
レ
失
レ
容
。

(徐
無
鬼
篇
)

性
錐

二
郵
輪
巧
思

一而
鉱
刀
蓋
レ妙
乎
。

(
四
四
○
頁
)

三
断

レ
蝿
飛
レ
鳶
之
妙
。

凌
二
匠
輸

一而
翔
レ
異
。

(
儒
敏
)え

い

は
え

『
荘
子
』
の
文
意
は
次
の
知
し
。
楚

の
国
の
都
郵
に
住
む
男
が
、
蝿

し
よ
う
せ
き

お
の

の
羽
ほ
ど

に
薄
く
壁
土
を
鼻
さ
き
に
ぬ
り
つ
け
、
名

工
の
匠

石
に
斤

で
削
り
お
と
さ
せ
た
。
匠
石
は
風
を
切
る
音
と
と
も
に
斤
を
ふ
り
ま
わ

し
た
。
男
は
身
動
き
も
し
な
い
で
な
す
が
ま
ま
に
切
ら
せ
た
。
壁
土
は

す
つ
か
り
切
り
お
と
さ
れ
、
し
か
も
鼻
は
無
傷
の
ま
ま
で
あ
つ
た
。
郵

の
男
も
顔

色
ひ
と
つ
変
え
な
か
つ
た
。

つ
ま
り
こ
の
話
は
、
妙
枝
を
ふ

る
う
た
め
に
は
、
呼
吸
の
合
つ
た
相
手
が
必
要

な
こ
と
を
教

え
て
い

る
。
『
性
霊
集
』
の
文
は
、
か
の
匠
石
や
公
輸
般

の
よ
う
な

工
人

の
名

人
で
あ
つ
て
も
、
鈍
刀
を
以
て
し
て
は
妙
技
を
揮
う

こ
と
は
出
来
な

い
、
の
意
。
『
三
教
指
帰
』
の
文
は
、
匠
石
が
鼻
端
に
つ
け
た
蝿

の
羽

か
べ
つ
ち

ほ
ど
の
薄

い
至
を
斤
で
削
り
お
と
し
、
ま
た
公
輪
般
が
木
で
造

つ
た
鳶

を
飛
ば
し
そ
れ
が
三
日
間
も
飛
ん
だ
と
い
う
話
し
は
、
神
技
を
発
揮
し

た
も
の
で
あ
る
、
の
意
。

以
上
は
、
『
荘
子
』
の
同
じ
箇

所
か
ら

の
引
用
例

を

『
性
霊
集
』
・

『
三
教
指
帰
』
共
に
見
出
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
検
討
に
よ
つ

て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
大
師
は

『
三
教
指
帰
』
・
『
性
霊
集
』
共

に
、

『
荘
子
』

に
関
し
て
は
、
『荘
子
』
の
重
要
な
部
分
を
的
確

に
引
用

し

て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は

『
三
教
指
帰
』
を
著
述
し
た

(
二
四
歳
)
そ
の
当
時
に
、
す
で
に

『
荘
子
』
を
克
明

に
分
析

し
、
そ

の
思
想
を
把
握
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て

『老
子
』
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

『老
子
』
と

『
性
霊
集
』
・
『
三
教
指
帰
』

『
荘
子
』
の
時
と
同
じ
よ
う
に

『
老
子
』
と

『
性
霊
集
』
・
『
三
教
指

帰
』
の
語
彙
検
索
を
行
な
つ
た
。
そ
の
結
果
、

『老
子
』
の
同
じ
箇
所

が

『
性
霊
集
』
・
『
三
教
指
帰
』
の
両
方
に
引
用
さ
れ
て
い
る
例
は

一
例

も
見
出

し
得
な
か
つ
た
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

『
老
子
』
と

『
三

教
指
帰
』
の
間
で
、
引
用
の
問
題
を
検
討
し
て
見
た
。

そ
の
前
に
、
『老
子
』
の
内
容
に
触
れ
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
『
老

子
』
の
哲
学
と
は
、
ご
く
お
お
ざ
つ
ば
に
言
え
ば
、
『老

子
道
徳
経
』

の
名
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
道
徳

つ
ま
り

「道
」
と

「徳
」
に
つ
い
て

説
い
た
教
え
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
当
時
の
社
会
状
勢
を

「有
為
」
と
呼

び
、
そ
れ
に
対
抗
し
て
た
て
る

「無
為
」
の
中

で
の
道
と
徳
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。
従

つ
て

『
老
子
』
で
は
、
政
治

の
あ
り
方
で
は
無
為
の

政
治
論
を
展
開
し
、
ま
た
人
間
の
あ
り
方
で
は
無
為

の
処
世
訓
を
強
調

す
る
。
処
世
訓
の
方
法
は
、
水
の
柔
軟
な
喩
を
も
つ
て
主
張
し
た
り
、

女
性
の
強
靱
さ
の
中
で
喩
え
ら
れ
た
り
す

る
。

又
文
章

表
現

と
し
て

は
、
「
大
象
無
形
」
と
い
う
よ
う
に
否
定
の
逆
説

の
表
現
を

し
ば
し
ば

用
い
て
い
る
。

右
の
よ
う
な

『
老
子
』
哲
学
の
主
張
を
鑑
み

て
、
『
三
教
指
帰
』
中

に
み
ら
れ
る

『
老
子
』
か
ら
の
引
用
箇
所
を
検
討
し
て
み
た
。
そ
の
結
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法
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果
得
ら
れ
た
結
論
は
、
『
三
教
指
帰
』
中
に
み
ら
れ
る

『
老
子
』
か
ら

の
引
用
箇
所
は
、

い
わ
ゆ
る

『
老
子
』
の
主
張
す
る
思
想
、
ま
た
は
老

子
独
得
の
単
語

の
使
用
例
や
表
現
な
ど
が
み
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

つ
ま
り

『
老
子
』
を
意
識
し
て
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所

は
見
出
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
大
師
は

『
老
子
』
を
ど
の
よ
う
に
読
破
し
理
解
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
答
え
は
、
『老
子
』
と

『
性
霊
集
』
と
の
関
係

に

お
い
て
的
確
に
帰

つ
て
来
る
。

つ
ま
り

『
性
霊
集
』
中
に
引
用
の

『
老

子
』
か
ら

の
用
例
は
、
ど
れ
も

『
老
子
』
の
意
味
内
容
を
的
確
に
ふ
ま

え
て
い
る
。

『性
霊
集
』
に
お
い
て
、
『老
子
』
か
ら
の
引
用
箇
所
を
検
討
す

る

と
、
そ
こ
に
は
い
つ
か
の
特
色
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
特
色
は
大
き
く
三

つ
に
別
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
第

一
に
は
、
嵯
峨

・
淳
和
両
帝

を
賛
嘆
す
る
箇
所
に

『
老
子
』
を
引
用
し
て
い
る
。

圏
道
可
レ道
非
二常
道
殉
(
一
章
)

上
徳
不
レ徳
。
是
以
有
レ徳
。
(三
八
章
)

性
伏
惟
皇
帝
陛
下
。
道
高
二常
道
殉
徳
過
二上
徳
幻
秒
二納
陛
於
萬
生
一憂
一二

物
之
失
7所

(四
四
七
頁
)

『
老
子
』

三
章
は
、
巻
頭

の
句
で
、
「道
」
に
つ
い
て
の
原
理
的

な

説
明
を
逆
説
的
に
説
い
て
い
る
。
文
意
は
、
世
間

一
般
の
者
が
、

こ
れ

が
守
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
も
の

(仁
と
か
義
)
、
そ
れ
は
絶
対
的

な

不
変
の
真
理
で
は
な
い
、
と
な
る
。
『
老
子
』
一二
八
章
は
、
「徳
」
に
つ

い
て
逆
説
的
に
説
明
し
て
い
る
。
文
意
は
、
最
上
の
徳
す
な
わ
ち
真
に

道
を
体
得
し
た
者
の
在
り
方
は
、
己
れ
の
徳
を
意
識
し
て
い
な
い
。
だ

か
ら
徳
が
あ
る
の
だ
、
と
な
る
。
『
性
霊
集
』
の
文
は
、

こ
の
両
文

の

意
味
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち

淳
和
天
皇

の

「
道
」

は
、
『老
子
』
の
い
う

「常
道
」
よ
り
も
高
く
、

「徳
」
は
、
至
徳
の
聖

者
よ
り
以
上
に
勝
れ
て
い
る
云
云
と
な
る
。

老
天
得
レ
一
以
清
。
地
得
レ
一
以
寧
。
神
得
レ
一
以
璽
。
谷
得
レ
一
以
盈
。
萬
物

得
レ
一
以
生
。
侯
王
得
レ
一
以
爲
二天
下
貞
叩
其
致
レ之

一
也
。
(三
九
章
)

性
(
1
)
稽
古
欽
明
拭
二唐
虞
一以
大
孝
得
レ
一
。
(
四
六
四
頁
)
(
2
)伏
惟
我
皇
帝

陛
下
。
百
億
之

一
。
一
得
之
貞
。
(
五
一
四
頁
)

い
ち

『
老
子
』
三
九
章
は
、
天
地
万
物
は
、

一
つ
ま
り
道
を
体
得
し
て
各

々
そ
の
分
を
得
て
い
る
こ
と
を
説

い
て
い
る
。
『性

霊
集
』
(
1
)
は
、
嵯

峨

・
淳
和
の
両
帝
が
高
徳
の
天
子
と
い
わ
れ
、

か
の
尭

・
舜
の
聖
帝
を

凌
駕
す
る
ほ
ど
で
あ
る
の
は

「
一
を
得

て

い
る
」
か
ら

で
あ
る

と
す

る
。
(
2
)
は
、
伏
し
て
惟
れ
ば
淳
和
帝
に
お
か
せ
ら
れ
て
は
、
百
億
万
人

の
中
の

一
人
で
あ
ら
せ
ら
れ
、

一
を
体
得
な
さ
れ
た
聖
天
子
で
あ
る
、

の
意
。

以
上
の
二
例
は
、
嵯
峨

・
淳
和
両
帝
を
賛
嘆
す
る
文
中
に

『
老
子
』

を
引
用
し
て
い
る
が
、
『
老
子
』
か
ら
の
引
用
箇
所
は
、

い
ず
れ
も
老

子
思
想
で
重
要
な
内
容
を
持

つ
部
分
で
あ
る
。

第
二
の
特
色
。
大
師
は
、
老
子
の
思
想
は
、
自
ら
の
思
想
に
は
及
ば

な
い
と
す
る
点
で
、
『
老
子
』
を
引
用
し
て
い
る
。

老
(
1
)
玄
之
又
玄
。
衆
妙
之
門
。
(
一
章
)
(
2
)是謂
二無
歌
之
欺
。
無
物
之
象
。
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是
謂
二悦
惚
。
(
一
四
章
)

性
錐
レ云
二希
夷
玄
妙
忽
幌
冥
然
。
然
猫
蟹
櫻
構
レ宮
夢
幻
築
レ
室
。
(
四
八
四

頁
)

『
老
子
』

一
章

の
こ
の
語
は
、
『
老
子
』
で
い
う

い
わ
ゆ

る

「道
〔

を
哲
学
的
に
説
明
す
る
文
章
と
し
て
、
古
来
こ
と
に
有
名
で
あ
る
。

つ

ま
り
こ
の
玄
な
る
が
上
に
も
ま
た
玄
な
る
所
、

そ
こ
が
さ
ま
ざ
ま
な
微

妙
な
現

象
を
産
み
出
す
門
な
の
で
あ
る
、
の
意
。
(
2
)
も
同
じ
く

「
道
」

を
哲
学

的
に
説
明
す
る
文
で
あ
る
。

つ
ま
り
不
思
議
な

「
道
」
の
あ
り

方
を
説
明
す
る
言
葉
と
し
て
、
「無
状

の
状
」
「無

物

の
象
」
と

い
う

『
老
子
』
独
特
の
用
語
を
用
い
て
い
る
。
『性
霊
集
』
で
は
、

こ
れ

ら

『
老
子
』
の
中
枢
を
な
す
思
想
も
、
蚕
気
楼
の
知
き
宮
殿
に
等

し
い
と

し
、
『
老
子
』
は
自
ら
の
思
想
に
は
及
ば
な
い
と
し
て
い
る
。

第
三

の
特
色
。
第
三
番
目
は
、
こ
れ
ら

『老
子
』
か
ら
の
全

て
の
引

用
二
○
例
は
、
大
師
の
後
年
期
に
お
い
て
見
出
せ
る
と
い
う

こ
と
で
あ

る
。
四

三
歳
の
例
も
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
五

三
歳
以
降
の
文
中
に

引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
大
師
が

『
老
子
』
に
関
心
を
持
ち
、
老
子

思
想
を
把
握
し
た
上
で
自
ら
の
文
中
に
引
用
す

る
よ
う

に
な

つ
た

の

は
、
ず

つ
と
後
年

に
な
つ
て
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
大
師

が
、
荘

子
思
想

の
根
幹
を
青
年
期
に
掴
ん
で
い
る
こ
と
と
比
し
て
対
照

的
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

吉

吾

糸

言

本
論
文

は
、
弘
法
大
師
が

『
荘
子
』
・
『老
子
』
を
い
か
に
理
解
し
摂

取
し
て
い
る
か
を
見
て
き
た
。
各
項
に
お
け
る
問
題
と
結
語
は
、
各
場

所
に
示
し
て
あ
る
の
で
そ
こ
に
譲
る
が
、
た
だ
総
括
し
て
い
え
ば
次
の

知
く
な
ろ
う
。
第

一
点
。
『
荘
子
』
に
つ
い
て
は
、
青
年
時
代

(
二
十
四

歳
)
ま
で
に
す
で
に
克
明
に
分
析
し
、
ま
た
荘
子
思
想
の
根
幹
を

つ
か

ん
で
い
た
と
い
え
る
。

こ
れ
に
対
し
、
『
老
子
』
は
、
青
年
期

に
お

い

て
は
さ
ほ
ど
重
視
し
て
い
た
様
子
は
な
く
、
老
年
期

(五
十
一
歳
以
後
)

に
な
つ
て
、
老
子
の
思
想
に
専
心
し
た
傾
向
が

あ

る
。
第
二
点
。
『
荘

子
』
・
『
老
子
』
共
に
そ
の
思
想
内
容
を
把
握
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と

に
は
変
り
な
い
が
、
『
老
子
』
か
ら
の
引
用
は
、
天
皇
の
賛
嘆

の
文
中

に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
第
三
点
。
両
者
共
に

や
は
り
自
ら
の
思
想
に
は
及
ば
な
い
と
す
る
立
場
で
用
い
て
い
る
こ
と

に
は
変
り
な
い
。

1
 
同
様
の
例
は
十
二
例
見
出
し
得
る
。
紙
幅
の
関
係
で
本
論
文
で
は
そ
の

内
五
例
を
示
し
た
。
例
示
に
お
い
て
、
荘
と
あ
る
は
『
荘
子
』
の
略
、
性

と
あ
る
は

『
性
霊
集
』

の
略
、

三
と
あ
る
は

『
三
教
指

帰
』

の
略
、

な
お

各
引
用
例

の
最
後

に
、
荘

は
摘
出

し
た
と
こ
ろ

の
篇

名
を
、
性

は

『
弘

法

大
師
全
集
第
三
輯
』

の
頁
数
を
、

三
は
儒
教

・
道

教

・
仏
教

の
い
ず

れ
に

相
当
し

て
い
る
か
を
示

し
た
。

2

「
蟷
娘
怒
レ
皆

当
三
軍
轍

こ

の
た
と
え
は
、
『
荘
子
』
天
地
篇

に

も
見

え

る
。

た
だ

「
蟷
螂

窺
レ
蝉
」
「
蟷
螂
之
斧
」

な
ど

の
た
と
え
は

『
荘
子
』

以

外
に
も
見
え
る
。

(
高
野
山
大
学
助
教
授
)

弘
法
大
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道
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